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常陸大宮市は那珂川と久慈川という大きな川が流
れ、この ２ つの川とその支流に沿って多くの古墳が
築かれています。しかしながら、発掘調査が行われ
たものは少なく、その様相が明らかにされたものは
多くありません。そうした中で、市内の下村田に存
在した一

いっき

騎山
やま

古墳群は、古墳の内容が判明した貴重
な事例です。古墳群は高校の建設予定地として発掘
が行われ、前方後円墳 １ 基と円墳 ３ 基、それと竪穴
住居跡が ６ 軒見つかりました。古墳が作られた時期
は、出土した遺物から ６ 世紀代と考えられます。

このうち、前方後円墳である一騎山 ４ 号墳では、
埴輪が立てられていたことが分かりました。人物埴
輪や動物埴輪など、大半は古墳をめぐる溝の中に倒
れこんでいましたが、円筒埴輪のいくつかは元の位
置を保っていました。人物は武人と男子、それに女
子があり、動物は鹿と考えられるものが見つかって
います。これらの埴輪は出土した位置から、墳丘の
北から西側にかけて一列に並んでいたのではないか
と想定されます。

なかでも目を引くのは、人が台によじ登っている
ように見える埴輪です。頭や台は欠けている部分が
多いのですが、両手を台につき、顔は前を見上げて
いるような姿をしています。いわゆる「跪

ひざまず

く埴輪」
と呼ばれるものの一つと考えられます。この埴輪 
は、誅

しのびごと

を奏上している姿を表していると言う説が
あります。誅は人の死を悼み、生前の功績をたたえ
その人の系譜などを唱えるもので、日本書紀などに
記述があります。おそらく、後継者が先代を引き継
ぐ意味で行われたもので、重要な儀式であったので
しょう。
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一騎山古墳群の埴輪

小澤　重雄 氏

▲跪く埴輪

▲武人埴輪（破片）

茨城県内での「跪く埴輪」は、動物の帽子をかぶっ
ていることでも有名な桜川市出土の埴輪のほか、鉾
田市不
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古墳などで出土して
おり、関東地方のなかでも比較的多く分布していま
す。ただ、一騎山 ４ 号墳の埴輪のような姿は、県内
では例がありません。台に見える部分も単なる埴輪
の台座ではなく、何か別のものを表したものなので
しょうか。

一騎山 ４ 号墳の埴輪がどこで作られたのか、今の
ところ定かではありません。一騎山 ４ 号墳の埴輪を
改めて見直したところ、武人埴輪の破片がありまし
た。これをみると、鎧は線刻で格子状に表現されて
います。このような表現方法は、県央部の武人埴輪
に見られるものです。この地域には、ひたちなか市
馬
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山埴輪製作遺跡と
２ つの埴輪製作遺跡があり、一騎山 ４ 号墳の埴輪は
どちらかの影響を受けて作られたと考えられます。
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